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水の都の つくりかた ～

｢ 四ッ谷用水｣ っ て 聞い布己Y 萄刃 ますか ? 東京の怪談ぞ市名なと己
ろ{ ぞは磯く＼ 剤4 ¢8 年臥 洪椿台地上【己立地し水の便が悪卦 っ 右当時
の仙台の町を隅々賽ぞ淘すあ 暁 ､ 伊達政宗が作うせ右水路ぞす

｡

考え言テ ー ブル ｢ 匹- ツ谷四方山考現学｣ では ､ か つ て仙台城下を縦横無

配 流氾て小右四ッ谷用水につい て
､ 己れまでの歴史や懐外し 摘 花 留

衰生乳 現在の､ そして 己犯かうのあり方まで､ 皆さんとし､ ろいろな視点
卦う語り合し1 右い と考えて おります

｡

四ッ谷用水につし1 て初吟て耳たす言かあも､ もっ と知りあいという卦を

モ､ どうぞ気組己ご参加く若さし1 ｡

簾2 回･ 働 こあった水辺と暮ら u

梱 し 岳撞詣一 海事さん 書 搬 , フ リ づ . , _

平成之5 年さ胃1 ワ8 伯I 1 4 時 ～ 1 5 時3 0 分
は ○ 触 どのお路 用 ､ テ ー ブルごとに 勧 咤 同士が話し合います)
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人 か 払 い 語 り 合 い な が ら 震 災 復 興

や 地 域 社 会 ､ 表 現 應 動 に つ い て 考
え■て い く 鳴 を ｢ 考 え る テーーーブ ル｣
と 発 し て 7 曙 ス タ シ オ に 開 き ま す- .
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四ッ谷用水っ て ?

交わる所で また地中に潜り､ 国道4 8 号線の北側 ･

∧幡

地区を経て市内を縦横に巡る生活用 犠 打こ使用されました ｡
高度成長期以降､ ほとんどの部分が暗渠化 (川や用水を地下に埋
めたり覆いをかぶせて地上から見えなくする こと) されて しまい ました｡
現在は､ ｢ 四 ッ谷の水を街並みに! ｣ 市民の会の活動 で設置された標柱や､
勾当台公園などのモ ニ ュ メン トに当時の四ッ谷用水をしの ぶ こ とができます｡

西大立 8 祥子さん プロフ ィ ー ル

フリ ー ライタ ー

｡ 市内中心部ぞまち歩き吉行し＼､

原稿富執筆して亨右｡ 仙台市広瀬川創生室の

HP 臣､ 268 4 年卦う ｢ 広敷川の記憎｣ と題し右エ ッ

セイを執筆｡ 昭和58 年代 ～ 58 年代一己撮影すれ右写

真の現場冨歩き取材を重拍なが う､ 市民と川のか

かわりを探っ てい 言｡ 2 銅6 年1己は市民青春ぞ

｢ まち遺産ネ ッ ト仙台｣ 電解成 ､ 歴史町建造物の

謁査や保存活動富行うlま卦､ 2 888 年卦 うは陸奥国

分寺渠師望の境内ぞ ｢ お薬師さんの手づくり市｣

富開催｡ 時間の積み重な りを大切l己し右まちづく

り富のぎし活動してし1 言｡

著書

『仙台とっ ておき散歩退』 ( 無8月舎 出版)

『仙台まち歩章』 (河北新報出版センタ ー )




